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（はじめに） 

 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律により、教育委員会は、毎年、その権限に

属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告

書を作成し、議会に提出するとともに、公表することが義務付けられています。また、

点検評価に当たっては、客観性を確保する観点から、教育委員会以外の学識経験者によ

る知見の活用を図ることとされています。 

 このことから、本別町教育委員会では、効果的な教育行政の推進に資するとともに、

町民の皆さんへの説明責任を果たすため、教育委員会の事務の管理・執行状況について

学識経験者の貴重な意見を踏まえながら、毎年度点検・評価を行っています。 

 今回は、「本別町総合教育大綱（平成２７年度から平成３２年度までの６カ年計画）」

をはじめ、各種の教育関係計画及び平成２９年度の教育行政執行方針に掲げた施策等に

ついて、実施状況や施策の課題、今後の方向性を整理するとともに、一年間における事

務事業の管理及び執行並びに活動状況等を踏まえた評価を行い、報告書を作成いたしま

した。 

 本別町教育委員会といたしましては、次年度以降についても事務の管理及び執行状況

等の点検・評価を行い、施策の効果の検証と改善を絶えず図りながら、引き続き教育施

策の着実な推進に努めてまいりますので、今後とも町民の皆様の一層のご理解とご協力

をお願い申し上げます。 

 

平成３０年９月 

 

本 別 町 教 育 委 員 会 

 

 

 
 

※参考 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 
 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育長に

委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の規定により事務局職員等

に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、

その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければなら

ない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する

者の知見の活用を図るものとする。 
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教 育 委 員 会 の 活 動 状 況 に 関 す る 点 検 ・ 評 価 の 概 要 報 告 

 

本別町教育委員会教育長（平成３０年３月３１日現在） 

職 名 氏   名 職   業   等 

教   育   長 中 野 博 文  

本別町教育委員会教育委員（平成３０年３月３１日現在） 

職 名 氏   名 職   業   等 

教 育 長 職 務 代 理 者 布 施 耕 一 農   業 

教 育 委 員 鈴 木 清 志 非常勤職員 

教 育 委 員 丑 若 理 恵 農   業 

教 育 委 員 遠 山 倫 子 主   婦 

１ 教育委員会会議の開催状況 

  ・定例会議 １２回開催（内４回を町内小中学校で開催） 

・臨時会議  ２回開催 

  ・議案議決 ５３件 

回 数 開 催 日 主  な  付  議  案  件  等 

第１回 

（定１

回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回 

（定２

回） 

 

 

 

 

 

 

 

４月２５日 

町体育館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月２３日 

町体育館 

議案第 １号 本別町体育館規則の一部改正について 

議案第 ２号 本別町町民水泳プール使用規則の一部改正に

ついて 

議案第 ３号 本別町柔剣道場使用規則の一部改正について

議案第 ４号 本別町ふれあい多目的アリーナ設置条例施行

規則の一部改正について 

議案第 ５号 本別町社会教育委員の委嘱について 

議案第 ６号 本別町総合教育研究所所員の委嘱について 

議案第 ７号 本別町学び輝く学校支援委員の委嘱について

議案第 ８号 平成２９年度一般会計教育費４月補正予算見

積りについて 

報告・協議事項 

（１）ほんべつ健康ウィーク２０１７について 

（２）町内小中学校の運動会・体育祭について 

（３）教育長動静報告 

 

議案第 ９号 本別町スポーツ推進委員の委嘱について 

議案第１０号 本別町スポーツ指導員の委嘱について 

議案第１１号 本別町学校給食運営委員会委員の委嘱につい

て 

議案第１２号 平成２９年度一般会計教育費６月補正予算見

積りについて 

報告・協議事項 

（１）本別高校間口確保の取り組みについて 

（２）町内体育祭・運動会について 

（３）教育長動静報告 
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回 数 開 催 日 主  な  付  議  案  件  等 

第３回 

（定３

回） 

 

６月２２日 

勇足小学校 

議案第１３号 本別町教育委員会の権限に属する事務の管理

及び執行の状況の点検並びに評価に関する規

程に基づく学識経験者の委嘱について 

議案第１４号 本別町特別支援教育連携会議規則の一部改正

について 

議案第１５号 本別町特別支援教育連携会議委員及び専門委

員会委員の委嘱について 

報告・協議事項 

（１）学校訪問報告について 

（２）全国学力・学習状況調査について 

（３）「７月１５日展」について 

（４）ほんべつ健康ウィーク２０１７について 

（５）本別高校２間口確保の取り組みについて 

（６）北海道市町村教育委員研修会について 

（７）教育長動静報告 

第４回 

（定４

回） 

 

７月２０日 

中央小学校 

報告・協議事項 

（１）教育次長・教育指導主幹学校訪問報告 

（２）本別高校２間口確保に向けて 

（３）教育長動静報告 

第５回 

（定５

８月２３日 

町体育館 

議案第１６号 平成２８年度本別町教育委員会の活動状況に

関する点検・評価に係る報告について 
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回） 議案第１７号 平成３０年度に使用する小学校用教科用図書

の採択について 

議案第１８号 平成３０年度に使用する中学校用教科用図書

の採択について 

議案第１９号 平成３０年度に使用する教科用図書のうち学

校教育法附則第９条に規定する小学校用及び

中学校用教科用図書の採択について 

報告・協議事項 

（１）全国体力・運動能力中間報告について 

（２）図書館・歴史民俗資料館事業について 

（３）町内小中学校学習発表会・文化祭等の日程について 

（４）教育長動静報告 

第６回 

（定６

回） 

９月２０日 

仙美里小学校 

議案第２０号 平成２９年度一般会計教育費１０月補正予算

見積りについて 

報告・協議事項 

（１）平成２９年度全国学力・学習状況調査結果について 

（２）義経の里スポーツフェスティバルについて 

（３）町内小中学校学習発表会・文化祭等の日程について 

（４）教育長動静報告 

第７回 

（定７

回） 

 

 

 

 

 

回 数 

１０月２３日 

町体育館 

 

 

 

 

 

開 催 日 

議案第２１号 本別町文化賞審議会審議員の委嘱について 

議案第２２号 平成２９年度本別町文化奨励賞の決定につい

て 

議案第２３号 平成２９年度本別町スポーツ賞並びにスポー

ツ奨励賞の決定について 

報告・協議事項 

（１）「食べて学ぶふるさと給食」「親子ふれあい給食」の実 

主  な  付  議  案  件  等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施について 

（２）ほんべつ学びの日フェスティバルの開催について 

（３）十勝教育を考えるつどいの開催について 

（４）町内小中学校学習発表会・文化祭等の日程について 

（５）教育長動静報告 

第８回 

（臨１

回） 

１１月１日 

教育長室 

議案第２４号 本別町教育委員会の人事について 

 

第９回 

（定８

回） 

１１月２０日 

勇足中学校 

議案第２５号 本別町文化財審査委員の委嘱について 

議案第２６号 平成２９年度一般会計教育費１２月補正予算

見積りについて 

報告・協議事項 

（１）「ほんべつ学びの日フェスティバル」について 

（２）徳島県小松島市立江小学校来町について 

（３）町 PTA 連合会主催の町長と教育を語る会の開催につ

いて 

（４）十勝管内市町村教育委員会教育委員研修会について 

（５）教育次長・教育指導主幹学校訪問報告 

（６）教育長動静報告 

第１０回 

（定９回）  

１２月２１日 

町体育館 

議案第２７号 本別町社会教育委員の委嘱について 

議案第２８号 本別町特別支援教育連携会議規則の一部改正
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について 

議案第２９号 本別町特別支援教育連携会議委員及び専門委

員会委員の委嘱について 

議案第３０号 平成３０年度一般会計教育費予算見積りにつ

いて 

報告・協議事項 

（１）成人式の開催について 

（２）徳島県小松島市立江小学校歓迎会について 

（３）教育長動静報告 

第１１回 

（定１０回） 

１月２２日 

町体育館 

議案第３１号 平成２９年度一般会計教育費１月補正予算見

積りについて 

議案第３２号 本別町使用料条例の一部改正について 

報告・協議事項 

（１）平成３０年度教育行政執行方針について 

（２）教育長動静報告 

 

第１２回 

（定１１回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回 数 

２月２０日 

町体育館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 催 日 

議案第３３号 平成３０年度教育行政執行方針について 

議案第３４号 平成２９年度本別町教育功績者表彰の受賞者

の決定について 

議案第３５号 平成２９年度本別町少年少女文化奨励賞、ス

ポーツ奨励賞の受賞者の決定について 

議案第３６号 勇足地区学校運営協議会規則の制定について

議案第３７号 平成２９年度一般会計教育費３月補正予算見

積りについて 

議案第３８号 学校林設置条例第１０条の規定に基づく平成

２９年度学校林現況等の報告について 

報告・協議事項 

主  な  付  議  案  件  等 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）平成３０年度一般会計教育費予算調整結果について 

（２）本別・南三陸ふるさと交流研修会について 

（３）町内小中学校卒業式・入学式について 

（４）教育長動静報告 

第１３回 

（臨２回）  

 

３月１０日 

中央公民館 

議案第３９号 校長・教頭人事の内申について 

 

 

第１４回 

（定１２回） 

 

３月２２日 

町体育館 

議案第４０号 本別町教育委員会の人事について 

議案第４１号 本別町教育指導主幹の委嘱について 

議案第４２号 本別町使用料条例施行規則の一部改正につい

て   

議案第４３号 本別町公民館規則の一部改正について 

議案第４４号 本別町体育館規則の一部改正について 

議案第４５号 本別町立小中学校の施設開放に関する規則の

一部改正について 

議案第４６号 本別町町民水泳プール使用規則の一部改正に

ついて 

議案第４７号 本別町柔剣道場使用規則の一部改正について 

議案第４８号 本別町野外体育施設管理運営規則の一部改正

について 
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議案第４９号 本別町ふれあい多目的アリーナ設置条例施行

規則の一部改正について 

議案第５０号 本別町パークゴルフ場の使用に関する要綱の

一部改正について 

議案第５１号 本別町多子世帯の学校給食費に関する減免実

施要綱の制定について 

議案第５２号 本別町教育相談員の委嘱について 

議案第５３号 本別町民芸沖積度編集委員の委嘱について 

 

報告・協議事項 

（１）学校訪問報告 

（２）体力運動能力調査結果報告 

（３）教育長動静報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 法規・規則等の制定及び改正状況 

（１）町条例の改正及び規則の改正 １件 

（２）教育委員会関係 規則の制定 １件  規則の改正１４件 

           要綱の制定 １件  要綱の改正 １件 

項  目 制  定  及  び  改  正  状  況 

条 例 等 条例の改正 

 ・本別町使用料条例の一部改正 

規則の制定 

 ・勇足地区学校運営協議会規則の制定 

規則の一部改正 

 ・本別町体育館規則の一部改正 

 ・本別町町民水泳プール使用規則の一部改正 

 ・本別町柔剣道場使用規則の一部改正 

 ・本別町ふれあい多目的アリーナ設置条例施行規則の一部改正 

 ・本別町特別支援教育連携会議規則の一部改正 

 ・本別町特別支援教育連携会議規則の一部改正 

 ・本別町使用料条例施行規則の一部改正 

 ・本別町公民館規則の一部改正 

 ・本別町体育館規則の一部改正 

 ・本別町立小中学校の施設開放に関する規則の一部改正 

 ・本別町町民水泳プール使用規則の一部改正 
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 ・本別町柔剣道場使用規則の一部改正 

 ・本別町野外体育施設管理運営規則の一部改正 

 ・本別町ふれあい多目的アリーナ設置条例施行規則の一部改正 

要綱の制定 

 ・本別町多子世帯の学校給食費に関する減免実施要綱の制定 

要綱の一部改正 

 ・本別町パークゴルフ場の使用に関する要綱の一部改正 

 

３ 教育委員の活動状況 

 

（１）教育委員会関係事業（計１０日・延べ３０人） 

月   日 事    業    名    等 

平成２９年 ４月 ５日 小中学校教職員等辞令式 委員３人 

７月１０・１１日 北海道市町村教育委員研修会 委員４人 

１０月 ５日 本別町教育研究大会 委員１人 

１０月１７日 本のまち夢づくり講演会 委員３名 

１１月 ３日 本別町文化・スポーツ賞授賞式 委員３人 

１１月１７日 食べて学ぶふるさと給食・親子ふれあい給食 委員２名 

１１月３０日 十勝管内市町村教育委員研修会 委員３人 

１２月 ２日 ほんべつ学びの日フェスタ 委員３人 

平成３０年 １月 ７日 本別町成人のつどい 委員４人 

３月１０日 教育功績者表彰、少年少女文化・スポーツ奨励賞授賞式 委員４人 

（２）各学校関係各種事業（計１４日・延べ２４人） 

月   日 事    業    名    等 

平成２９年 ４月１０日 各小中学校入学式、本別高校入学式 委員４人 

５月２８日 本別中学校体育祭 委員１人 

５月３０日 勇足大運動会 委員１人 

６月 ３日 本別中央小学校運動会、仙美里小学校運動会 委員２人 

 ８月２５日 放課後英語教室（中央小学校） 委員１人 

 ９月２２日 放課後英語教室（中央小学校） 委員１人 

9 月３０日 本別中学校文化祭 委員２人 

１０月２２日 本別中央小学校学習発表会 委員１人 

１１月 ４日 仙美里小学校学習発表会 委員１人 

１１月１１日 勇足小学校学習発表会 委員１人 

１２月２４日 立江小学校歓迎会 委員２人 

平成３０年 ２月２８日 勇足地区コミュニティ・スクール説明・研修会 委員３人 

３月１５日 勇足中学校卒業式 委員１人 
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３月２３日 各小学校卒業式 委員３人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 各種審議会・委員会等審議概況 

審 議 会 名 審  議  案  件  等 
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（１）本別町社会教育委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）本別町スポーツ推進委

員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回（平成２９年５月１６日） 

 ①委嘱状交付 

 ②報告事項 

  ・十勝社会教育委員協議会理事会について 

 ③平成 28 年度社会教育事業報告について 

 ④平成 29 年度事業計画について 

 ⑤生涯学習ハンドブック（仮称）について 

 ⑥その他 

  ・つつじ祭り付帯事業「だがしや楽校」について 

第２回（平成２９年８月２９日） 

 ①報告事項 

  ・事業等報告について 

  ・今後の行事について 

 ②ほんべつ学びガイド（旧生涯学習ハンドブック）に 

ついて 

 ③全国社会教育研究大会等の参加について 

 ④協議事項 

  ・ほんべつ学びの日フェスティバルについて 

 ⑤その他 

  ・芸能文化団体の支援について 

第３回（平成３０年１月２６日） 

 ①新委員委嘱状交付 

 ②報告事項 

  ・平成 29 年度事業報告（各担当） 

 ③新年度事業計画 

  ・芸術文化事業振興会の取り組み「松村組」について

  ・幼児（知育）教育の研究実施について 

  ・本のまち夢づくり講演会の内容について 

  ・あかげら少年団の募集方法について 

 ④協議事項 

  ・幼児知育教室の計画について 

 ⑤その他 

  ・志戸田委員永年社会教育委員表彰受賞について 

  ・2 月社会教育委員研修会について 

  ・使用料条例の改正について 

 

第１回（平成２９年６月３０日） 

 ①スポーツ推進委員について 

 ②新年度事業計画について 

  ・平成２８年度事業実績と平成２９年度スケジュール

  ・ほんべつ健康ウィークの総括について 

・あかげら少年団について 

  ・体力増進センター拡充について 

  ・少年少女体育大会について 

  ・義経の里スポーツフェスティバル（体育の日記念事

業）の開催について 

 

審 議 会 名 審  議  案  件  等 
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  ・北海道スポーツ推進委員研究協議会（旭川市）につ

いて 

  ・十勝管内スポーツ推進委員研修会について 

  ・先進地視察研修について 

 ③その他 

  ・まなびの日フェスティバルについて 

第２回（平成２９年９月５日） 

 ①事業総括について 

  ・あかげら少年団について 

  ・少年少女体育大会について 

 ②今後のスケジュールについて 

  ・あかげら少年団について 

  ・義経の里スポーツフェスティバルについて 

  ・北海道スポーツ推進委員研究協議会について 

  ・十勝管内スポーツ推進委員研修会について 

  ・先進地視察研修について 

 ③その他 

  ・ほんべつまなびフェスタ２０１７（仮称）の開催に

ついて 

第３回（平成２９年１２月１５日） 

 ①事業総括について 

  ・あかげら少年団について 

  ・義経の里スポーツフェスティバルについて 

  ・十勝スポーツ推進委員研修会について 

  ・北海道スポーツ推進委員研究協議会について 

 ②今後のスケジュールについて 

  ・あかげら少年団について 

 ③検討事項 

  ・健康スポーツ週間事業「ほんべつ健康ウィーク２０

１８」の実施について 

 ④スポーツ施設運営、推進について 

  ・体力増進センターの拡充関連 

  ・健康運動講習会について 

 ⑤その他 

  ・ディスコン指導について 

第４回（平成３０年３月１９日） 

 ①事業総括について 

  ・あかげら少年団について 

 ②今後のスケジュールについて 

  ・健康スポーツ週間事業「ほんべつ健康ウィーク２０

１８について 

  ・あかげら少年団について 

  ・体力増進センター拡充について 

  ・少年少女体育大会について 

 ③体育施設整備事業、スポーツ振興事業について 

 

審 議 会 名 審  議  案  件  等 
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（３）本別町文化賞審議会 第１回（平成２９年１０月１６日） 

 ①教育委員会から諮問書の提出 

 ②平成２９年度本別町文化奨励賞候補者について 

   候補者：文化奨励賞 １個人 

    ※平成２９年１０月１６日教育委員会へ答申 

      答申：文化奨励賞 １個人 

（４）本別町スポーツ賞審議

会 

第１回（平成２９年１０月１６日） 

①教育委員会からの諮問書の提出 

 ②平成２９年度本別町スポーツ賞及びスポーツ奨励賞候

補者について 

   候補者：スポーツ賞２個人、スポーツ奨励賞１団体

    ※平成２９年１０月２３日教育委員会へ答申 

      答申：スポーツ賞   ２個人 

         スポーツ奨励賞 １団体 

 

（５）本別町学校給食運営委

員会  

第１回（平成２９年６月２７日） 

 ①委嘱状の交付 委員 ４名 

 ②学校給食共同調理場の概要説明 

第２回（平成３０年２月２２日） 

 ①多子世帯の学校給食費の免除ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 教育費予算の状況 
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（１）教育費の予算 

    平成２９年度の教育費の最終予算額（人件費等含む）は８５３，９８９千円と

なり、町一般会計予算総額７，７０３，４５９千円（前年度７，８９８，３８７

千円）に占める割合は１１．１％（前年度１０．７％）となりました。 

 

（２）予算の概要（費目ごとの主な事業内容） 

 

  ①教 育 総 務 費 １２８，５７１千円 

   ○教育委員会費 教育委員報酬、学校医報酬、他 

   ○事 務 局 費 職員等人件費、事務局運営経費、教育指導主幹賃金、他 

   ○教育研究所費 総合教育研究所運営経費 

   ○諸    費 教職員住宅購入年賦金、本別高校の教育を考える会補助金、学

校教育振興会補助金、小学生小松島市交流研修補助金、他 

 

  ②小 学 校 費 ３８５，８４６千円 

   ○学 校 管 理 費 職員等人件費、公務補賃金、特別支援教育支援員賃金、学校管

理運営費、スクールバス運行委託料、他 

   ○教 育 振 興 費 英語指導業務委託料、各種教材及び図書購入費、夢と個性溢れ

る学校活動費補助金、就学援助費、他 

   〇学 校 建 設 費 勇足小学校大規模改修工事費（繰越明許費により平成２９年度

に実施）小学校煙突工事費（繰越明許費により平成３０年度に

実施） 

③中 学 校 費 ９３，０８５千円  

   ○学 校 管 理 費 公務補賃金、特別支援教育支援員賃金、学校運営費、他 

   ○教 育 振 興 費 英語指導業務委託料、各種教材及び図書購入費、教育用 PC 購

入費、校務用ＰＣ購入費、夢と個性あふれる学校活動費補助

金、中体連・中文連参加出場費補助金、就学援助費、他 

〇学 校 建 設 費 中学校煙突工事費（繰越明許費により平成３０年度に実施） 

 

  ④社 会 教 育 費 ９３，８８０千円 

   ○社会教育総務費 職員等人件費、社会教育委員等報酬、各種講座及び研修等運営

経費、学校支援地域本部事業費、ＰＴＡ連合会補助金、駒おど

り保存会補助金、本別義経太鼓保存会補助金、各種芸術文化大

会補助金、他 

   ○公 民 館 費 職員等人件費、公民館管理運営費、各種文化振興事業費、文化

協会補助金、公民館活動推進費補助金、芸術文化事業振興会補

助金、他 

   ○図 書 館 費 職員等人件費、図書館管理運営費、施設改修工事費、図書購入

費、ファーストブック事業費、本のまち夢づくり講演会及び出

前授業（矢崎節夫氏）費、学校図書室支援事業費、他 

   ○資 料 館 費 歴史民俗資料館管理運営費、施設修繕費、学校連携体験学習

費、「７月１５日本別空襲を伝える」等企画展費、他 

  

  ⑤保 健 体 育 費 １５２，６０７千円 

   ○保健体育総務費 職員等人件費、スポーツ推進委員報酬、体育館管理運営費、他 
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   ○スポーツ振興費 職員等人件費、各体育施設管理運営費、義経の里スポーツフェ

スティバル開催経費、ほんべつ健康ウィーク開催経費、各体育

施設備品購入費、体育協会補助金、各種スポーツ大会補助金、

他 

○学 校 給 食 費 職員等人件費、学校給食共同調理場運営費、他 

 

 

   １０款 教育費（歳出予算） 

                                 （単位：千

円） 

１項 教育総務費 １２８，５７１ ４項 社会教育費 ９３，８８０

 １目 教育委員会費 ２，７７２  １目 社会教育総務費 ２０，２２８

 ２目 事務局費 ７９，９１５  ２目 公民館費 ３４，０６３

 ３目 教育研究所費 ２８４  ３目 図書館費 ３５，６１８

 ４目 諸費 ４５，６００  ４目 資料館費 ３，９７１

２項 小学校費 ３８５，８４６  

 １目 学校管理費 ９３，７４６ ５項 保健体育費 １５２，６０７

 ２目 教育振興費 ７，５４３  １目 保健体育総務費 ２３，１４５

 ３目 学校建設費 ２８４，５５７  ２目 スポーツ振興費 ３４，９３８

３項 中学校費 ９３，０８５  ３目 学校給食費 ９４，５２４

 １目 学校管理費 ３９，１７４  

 ２目 教育振興費 ２５，７０４  

 ３目 学校建設費 ２８，２０７   

予  算  合  計 ８５３，９８９
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《 教育委員会活動実績自己点検・評価 》 
 

１ 教育委員会会議の効果的・効率的運用 

  教育委員会会議は、定例開催が１２回、臨時開催が２回の計１４回開催しまし

た。教育委員会会議の開催にあたっては、教育委員会が抱える課題と現状を把握

しつつ、教育委員活動の活発化と円滑なる会議運営を図るため、教育委員会事務

局がある町体育館のほか、授業参観を兼ねて小中学校で計４回開催いたしまし

た。 

  一般会計教育費の予算編成時においては、教育委員の意見を積極的に反映すべ

く、教育行政推進の方向性や施策の構築に向けた協議・審議を行い、実質的な教

育行政の決定機関としての機能充実に努めています。 

  教育行政の推進については、本町が進める生涯学習によるまちづくりの観点か

ら「ほんべつ学びの日」の普及啓発に努め、教育が未来を担う人材を育成する基

盤であるとの認識に立ち、関係部局や関係機関・団体と連携を図りながら、幼児

から高齢者まで幅広い取り組みとなるよう努めています。 

２ 教育課題への対応 

  各学校が抱える教育課題の対応については、年度当初に各学校長から学校運

営・経営方針等についての説明を受けるとともに、教育委員の思いや意見などを

学校運営に反映させるべき意見交換等を行っています。また、授業参観や学校行

事等へも積極的に参加するなどして、教育委員の意見が学校運営に活かされるよ

う注視しながら、それぞれのニーズに沿った教育行政の推進に努めてきました。 

  また、平成２８年度から引き続き、学校を核として地域全体で子どもたちの学

びを育むため、保護者や地域住民が学校運営に参画する「コミュニティ・スクー

ル」導入に向けた調査・準備を、町内すべての学校を対象に開始しました。この

調査・準備は２年間かけて行うもので、勇足地区は平成３０年度、本別・仙美里

地区は平成 31 年度の導入を予定しています。 

  確かな学力の向上については、学校が取り組む指導方法の工夫・改善に向けた

方策等を支援するとともに、学校における学校改善プランの見直しや家庭学習の

定着化を図るための取り組みも支援しています。また、本別中央小学校に町派遣

教員を配置し基礎学力の平準化をめざし、きめ細かな指導を行っています。国際

理解教育の推進については、英語を本町の学びの主軸のひとつに掲げ、放課後英

語活動等の事業を推進してきました。今年は、国際姉妹都市オーストラリア・ミ

ッチェルから、マイケル・フィリップさんが来町し、小・中・高校等で英語の指

導等を行っていただきました。 

  いじめ・不登校に対する取組みとして年２回児童生徒にアンケートの実施を

し、状況の把握をしています。また、校外生活に対する指導については、各中学

校にスクールカウンセラーを配置するなど、きめ細かな指導に努めています。 

３ 教育委員会事務局との連携 

  教育を取り巻く社会環境は、急速な少子高齢化による社会活力の低下や人口減

少など、社会情勢を反映して行く先が不透明な厳しい状況にありますが、時代の

変化に対応した教育施策を展開するため、教育委員会事務局と連携を図りなが

ら、２７年度に策定しました「本別町総合教育大綱」の方針に基づいた施策を確

実に実践するよう努めています。 

４ その他 
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  教育委員会の活動状況や教育行政全般における施策等を広く町民の皆さんにお

知らせするため町広報紙の紙面を活用し「活動状況点検・評価報告書」を掲載し

ました。 
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《 学識経験者からのご意見 》 
 

教育委員会会議は、年間１４回の開催で、毎月の定例開催を確保しつつ５３件の

議案を議決するなど、教育行政執行機関としての役割を果たすとともに、適正な運

営が図られています。教育委員の活動についても、学校教育現場への訪問や各種事

業等に積極的に参加し、関係機関や保護者、地域住民のニーズを把握する中で、教

育委員会事務局と連携しながら適切な教育行政を執行しています。 

 教育行政の推進については、平成２７年度からの新たな教育行政制度の下で教育

行政が執行されていますが、今後とも、「政治的中立性の確保、継続性、安定性の確

保」等を基本理念として、教育行政を執行されるよう期待します。 

「ほんべつ学びフェスタ」の取り組みについては、少子化等により年々来場者が

減少しているなか、その理念と「四つの風」の普及に努め、改めて中身を含めて検

討する必要があります。「コミュニティ・スクール」については、勇足地区が３０年

度、本別・仙美里地区が３１年度の本格導入を目指していますが、保護者は勿論の

こと、地域住民に対しても理解と協力を得られるよう今後とも丁寧な説明が必要と

考えます。  また、国際理解教育として英語を本別の学びの主軸に位置付けたこ

とは評価できますが、今後においては小中学校のみならず、保育所、認定子ども

園、高校と教育委員会が連携し、英語教育の発展を図る必要があります。 

スポーツ振興については、各種事業を展開していますが指導者の高齢化と担い手

不足が課題であり、新たな指導者の発掘と、事業内容についても検討すべきと考え

ます。 

 今後においても、教育委員会の活動が、広く町民の皆さんに理解されるよう情

報発信に努め、教育行政の更なる充実・発展を期待します。 
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《 今後の方向性 》 
教育を取りまく社会環境が変動する中、子どもたちが主体的に人生を切り拓いて

いくことができる「生きる力」を確実に身に付けさせることが重要になりますが、

本町教育委員会では、教育委員会の重要性と教育委員の役割についての認識を高め

ながら、教育委員会の充実と一層の活性化を図り、町民が生涯を通じて潤いのある

生活を送るために、地域や関係機関、団体等との連携を更に密にし、効果的な教育

施策を展開する必要があります。この基本的な考え方を踏まえ、教育委員会会議の

一層の活性化を図りながら、町民の皆さんに信頼される教育行政を執行してまいり

ます。 

 教育の政治的中立性、継続性、安定性の確保については、中立公正が極めて重要

なことから従前からの合議制を堅持しつつ、一貫した方針の下で執行機関のチェッ

ク機能を高めるとともに、広く地域住民の意向を反映した取組みを推進してまいり

ます。 

 地域全体で学びを支援する取組みについては、保護者や地域住民が学校運営に参

画する「コミュニティ・スクール」導入に向けた取組みを全町的に進めてまいりま

す。 

 社会教育については、町民の皆さまが芸術や文化、スポーツに親しみ、心豊かな

暮らしとなるよう、指導者の発掘や人材育成を含め、効果的な施策を進めてまいり

ます。 

 本町ならでは取り組みである「ほんべつ学びの日」の取組みについては、「ほんべ

つ学びフェスタ」を通して学びへの関心を高めるとともに、家庭・学校・地域と連

携して４つの風「光風・祈風・夢風・実風」事業を展開してまいります。 

教育委員会の活動状況や教育行政の施策等を、町広報紙を活用して「活動状況点

検・評価報告書」を掲載するなどして、町民の皆さんに広く情報提供してまいりま

す。 

６ 主な施策の推進状況 

 

 「ほんべつ学びの日」宣言 

  平成１９年９月１１日に宣言した「ほんべつ学びの日」は、未来を担う子どもたち

の教育を家庭・学校・地域が手を携えて推進するため、「北海道教育の日」及び「十

勝教育の日」の趣旨を踏まえ、本別町ならではの「ほんべつ学びの日」としたもので

す。 

  この学びを「光風・祈風・夢風・実風」の四つの風にたとえて具体的な事業を展開

しています。各種事業の推進に当たっては、教育委員会、校長会、教頭会の各教育関

係機関・団体等と連携しながら取り組んでいます。 

  平成２９年度は、12 月２日に中央公民館で啓発事業を開催しました。楽しめる雰

囲気を前面に掲げ名称を「ほんべつ学びフェスタ」に変更し、「まなんでつくる ひ

ととまち」をサブテーマに実施しました。成果の発表と参加型イベントを中心に来場

者を掘り起こすことが出来ました。また、１０月１７日には、児童文学者・金子み

すゞ記念館長の「矢崎節夫氏」を講師に迎え、学びの日夢風事業として「本のまち夢

づくり講演会」、翌日には「小学生対象の出前授業」を開催しました。 

 

（１）管理課総務担当 
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①  教育環境の整備 

  地域住民等と連携した登下校時の安全確保やパトロールの実施し、児童生徒の安

全対策に取り組んできました。また、スクールバスの計画的な更新や営繕に努める

とともに、部活動等に配慮した運行時刻・路線を確保するなど、児童生徒の通学環

境の充実と安全運行に努めています。 

  教育施設では、勇足小学校の校舎及び体育館の大規模改修が完了したほか、勇足

小学校・仙美里小学校・本別中学校・勇足中学校の煙突改修工事に着手しました。 

 

② 本別高等学校への支援策 

本別高等学校への支援活動については、本別高等学校及び本別高校の教育を考え

る会等と連携を図りながら、魅力ある学校づくりのための各種支援策を実施すると

ともに、町内中学校や近隣中学校は勿論のこと帯広市内中学校も訪問するなど、生

徒及びその保護者に伝統ある本別高校をアピールし入学者の確保に努めましたが、

平成 30 年度入学者は３２人に止まり、昨年度に引き続き１学級となりました。 

今後におきましても少子化、人口減少などにより中学卒業生の増加が見込めない

ことから、大変厳しい状況にはありますが、伝統ある本別高等学校を是が非でも存

続させるために、支援の輪を全町的に広げ、各関係機関・団体等と連携して２間口

確保に向けた取り組みをさらに強化してまいります。 

    

②  国際交流研修及び小松島交流 

  国際交流研修については、英語教育を推進する町の国際交流員として、姉妹都市

であるオーストラリア・ミッチェルからマイケル・フィリップスさんが９月から約

２ヶ月間来町し、小・中・高校や保育所・認定こども園、公民館の英会話講座など

で英語指導を行ったり、オーストラリアの風景や文化なども伝えました。 

  友好都市小松島市の立江小学校との交流研修については、立江小学校の５・６年

生の児童が勇足小学校を訪問し、児童や地域の人たちと交流を深めました。 

 

（２）管理課学校教育担当 

  

① 学校教育 

   学校教育では、「確かな学力」に支えられた「生きる力」を育成することが重要

であることから、「確かな学力・豊かな心・健やかな身体」の三位一体による教育

の充実を図り、学校や家庭、地域の協力を得ながら、子どもたちが社会に出てから

も自らの人生を生きていく上で必要な「生きる力」が身につくよう取り組んできま

した。 

   「確かな学力」の育成では、学力向上を図る学校改善プランの見直しや長期休業

中の学習サポートの実施など、各学校の実情に応じた取組みを進めているほか、

「本別町学力向上支援委員会」が各学校で取り組む具体策を検証し支援していま

す。 

   国際理解教育の推進では、管内在住の外国人を指導助手として町内各中学校に配

置し、生徒の実践的な英語によるコミュニケーション能力の育成に努めており、小

学校では総合的な学習の時間や外国語授業を活用し、中学校と同様に外国人の指導

助手と日本人スタッフによる「英語に慣れ親しむ事業」により、国際社会の将来を

見据えた国際理解教育の推進に努めています。 

   ２９年度より小学校低学年を対象として英語教室「放課後イングリッシュ」を取
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り入れ「聞く、話す」に慣れてもらうよう各小学校で３回実施しました。 

また、学校を核として地域全体で子どもたちの学びを育むため、文部科学省の指

定を受け、勇足地区においては平成２８年度から保護者や地域住民が学校運営に参

画する「コミュニティ・スクール」導入に向けた調査・準備を開始しました。今後

は、平成３０年度の本格導入に向け、熟議を重ねながら地域住民自らが学校教育を

支援する仕組みづくりを検討してまいります。更には、平成２９年度から本別・仙

美里地区において「コミュニティ・スクール」導入に向けた調査・準備を開始して

います。 

  

② 特別支援教育 

   特別支援教育では、障がいの程度に応じた指導を行う特別支援学級の児童生徒の

ほか、普通学級に在籍する発達障がい等のある児童生徒に対しても、それぞれの教

育的ニーズにあった支援を行うため、特別支援教育支援員を小中学校に配置し、教

科授業時間のほか学校生活に必要な様々な面でサポートをしています。 

   また、生まれてから生涯を閉じるまで一貫した支援を継続するため、町福祉部局

と連携して「個別の教育支援計画」を策定し、学校における「個別指導計画」と連

動させて更なる特別支援教育の充実に努めています。 

  

③ 生徒指導及び健康・安全指導 

   生徒指導については、春の交通安全教室やすきやき隊による通学時の見守り活動

をはじめ、町内の関係団体で構成する「子どもを育む環境づくり推進会議」では９

月を『みんなで“おはよう”のあいさつ運動月間』とし、多くのボランティアの皆

さんの協力を得ながらあいさつ運動と交通安全指導などを実施しています。生活指

導連絡協議会においても、具体的に実効性のある対応などを協議しながら本町の児

童生徒の健全育成に努めています。 

   不登校やいじめ対応については、教育委員会事務局員による学校訪問、中学校に

配置しているスクールカウンセラー等を活用して、問題解決にあたっているほか、

２４時間体制の相談電話も開設しています。 

 

（３）社会教育課社会教育担当 

  

① 第７次社会教育中期計画の推進と検証及び第８次社会教育中期計画の策定 

   第７次本別町社会教育中期計画の最終年度となる本年度は、平成１９年９月に宣

言した「ほんべつ学びの日」の基本理念に基づき、中期計画に示した三つの基本目

標である「学びのための環境づくり」「学びからの人づくり」「学びを通じてのネッ

トワークづくり」を社会教育の実践活動として位置付け、教育関係者はもとより家

庭・地域・各関係機関や団体との相互協力をもとに連携を密にしながら第８次社会

教育中期計画を策定しました。平成 29 年度は新たな推進施策の下、事業実施を図

りました。 

 

② 通学合宿「ほんべつ元気学宿」 

   ５泊６日の生活体験を通じ、子どもたちの自立心や社会性を培う目的で地域の人

たちや中高生ボランティア、教育大学釧路校の大学生などの協力を得て、１5 回目

の「元気学宿」を実施し、大人も子どもと共に学び合う機会を提供しました。 
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③ 本別・南三陸ふるさと交流研修会（ジュニアリーダー養成事業） 

   毎年３月と８月に実施している本別・南三陸ふるさと交流研修会は、東日本大震

災により平成２３年３月には中止を余儀なくされたものの継続実施してきており、

本年度においても第３3 年次の交流研修会を実施し、この研修を通じて、子どもた

ちの熱き友情と両町の絆をさらに深め、中高生ボランティアの育成に繋げることが

できました。 

  

④ ほんべつ学（地域学習） 

   地域の個性、文化、歴史、自然を子どもたちに伝え、大人も含め本別町の魅力再

発見と、ふるさと本別の良さを実感できる「ほんべつ学」講座を平成２６年度に開

設し、４年目となる本年度は、「本別の川魚、太古のほんべつ、」をテーマとして夏

と冬の２回開催しました。 

  

⑤ 義経教室（高齢者学級）・成人講座 

   高齢者に生きがいのある日常生活を送っていただくために、健康の維持・増進を

はじめとした総合的な学習の場を提供する「義経教室」を、仙美里・勇足・本別の

３地区で開催しており、約９０名の方々が各種講座を受講されています。本年度

は、健康に係わる講話や防災知識、視察研修（道新印刷工場）、防犯講座、健康リ

ハビリなど８講座を開設し、延べ３６５名の参加をいただきました。 

      

⑥ 本別町民文芸沖積土 

   第４８号となる沖積土は「趣味」を特集テーマに設定し、19 編の寄稿をいただ

きました。その他にはエッセーや短歌等の全４９編の寄稿をいただき、発刊いたし

ました。 

 

 

 

 

 

（４）社会教育課文化振興担当 

  

① 芸術文化活動 

   多くの町民の皆さんに芸術文化への関心を高めていただき、創造的な芸術文化活

動を推進するため、町芸術文化事業振興会と協働して「ほんべつ寄席」を開催し、

４２０名以上の来場がありました。また、町文化協会との協働による吹奏楽合同演

奏会、音楽祭、文化祭芸能発表会、舞踊と民謡の祭典を開催し、延べ１，２３８名

が来場されました。また、陶芸や絵画、写真や書道、手芸作品などの公民館ロビー

展を２６回開催し、町民の文化活動発表の場と芸術文化に触れる機会の充実に努め

てまいりました。また、「本別町文化協会ガイド」を作成し、町ホームページへの

掲載や公共施設にポスターを掲示するなどしたほか、舞台活動の活性化を図るため

「中央公民館文化活動推進事業」を 2 回開催し、町民の文化活動への関心を高め

るための新しい取り組みを実施しております。 

   公民館講座は、成人を対象とした「きらめき講座」「太極拳講座」を開催したほ

か、ものづくりなどの体験を通して子どもたちに豊かな感性を育んでいただくため

「子ども体験教室」を４回開催しました。また、英語教育を推進するため６～７月
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に『旅行で役立つ英会話講座』を８回、１０～１１月に『マイクさんと学ぶ英会話

講座』を４回開催しております。 

  

② 公民館施設の維持・管理等 

   本年度は、中央公民館においては暖房用主循環ポンプ、大ホール舞台吊物装置、

ルーフドレン管などを修繕しています。また、各施設の延命と利便性を考慮した施

設整備に努めています。 

 

（５）社会教育課スポーツ担当 

① スポーツの振興・啓発 

   町民が心身ともに健康で充実した生活を送ることができるように、それぞれの世

代に応じて気軽に参加できる各種スポーツ活動を実施しています。 

   昨年度で終了した町民参加型スポーツイベント「チャレンジデー」に代わるイベ

ントとして、健康スポーツ週間事業「ほんべつ健康ウィーク２０１７」を実施し、

一週間を誰もが気軽に参加しやすくスポーツや運動に取り組む活動強化週間とし

て、社会体育施設を無料としたほか、主催事業としてラジオ体操やディスコン大

会、太陽の丘パークゴルフ大会等を開催し、体育団体等の協力のもと共催事業とし

て運動教室や体験教室などを実施するなど、住民の健康づくりやスポーツの振興、

地域の活性化と町民皆スポーツのきっかけづくりに取り組み、各種事業では５１８

人が参加し、期間中に２，１３８人の方々が社会体育施設を利用されました。 

   また、子どもたちを対象とした「あかげら少年団活動」や「義経の里スポーツフ

ェスティバル」の開催、町民の健康と体力づくりを実践する「健康運動講習会」な

ど、各種スポーツ団体と連携してスポーツの普及、拡大に取り組みました。「義経

の里スポーツフェスティバル」は河川運動公園芝生広場で開催し、「マラソン大

会」や「自然・史跡巡りウォーキング」「ゲームラリー」「むかしの遊びコーナー」

「縁日コーナー」「お楽しみ抽選会」のほか、商工会青年部の協力を得ながら食育

コーナーとして黒豆うどんを提供しました。今後も開催内容等の充実を図ることと

しています。 

   スポーツ施設整備では、体力増進センターのエアロバイク１台購入し施設の充実

を図りました。 

 

（６）図書館・資料館 

  

①  図書館事業 

   図書館では、「ことばと心を育てる事業」として、胎教からの読み聞かせの大切

さを伝え赤ちゃんを心豊かに育てる「ファーストブック事業」、児童文学者・金子

みすゞ記念館長の矢崎節夫氏による「本のまち夢づくり講演会」と小学校出前授業

を実施しました。また、学校図書室及び保育所・認定こども園、学童保育所等との

連携強化、としょかんこどもまつりの開催など、ボランティアとの協働による子ど

もの読書環境の向上を図り、児童生徒の国語力・表現力の向上や学習意欲を高める

取り組みにも努めています。 

  

②  資料館事業 

   資料館では、戦争の悲惨さと平和の尊さを後世に伝える企画展「７月１５日本別

空襲を伝える」を開催し、本別空襲の資料とともに、全国の軍馬慰霊碑の資料を展
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示しました。また、各学校と連携し、ボランティアの協力による本別ならではの平

和教育を発信したところです。 

   更に、その他企画展と関連講座、昔体験学習などを通して、歴史、文化、自然や

平和など、子どもから大人までを対象にふるさとの理解を深める幅広い事業を展開

しました。 

 

 （７）学校給食運営事業 

  

① 安全・安心な学校給食の提供、並びに食育活動の推進 

   学校給食は、児童生徒の健康保持に大きく寄与していますが、健全な食生活を営

むことができる判断力や望ましい食習慣を身に付けていただくため、栄養教諭によ

る食育指導を本別中央小学校で週２回行うとともに、平成２８年度からは勇足小学

校や仙美里小学校への学校訪問を実施するなどして、食育指導の充実を図ってきて

います。また、町内の農業生産者を訪問し、「安全で安心」な食材が生産から給食

に提供されるまでを児童生徒に紹介するとともに、給食調理場の職員自らが生産現

場を理解し食育活動に繋げる取り組みも行っているほか、地元産食材の使用率向上

のための協議も各団体と進めています。 

   毎月発行している「給食だより・献立表」については、新メニューや行事食の紹

介、食育目標のポイント、地元産野菜の紹介などを掲載し、町ホームページにも載

せながら食育の推進を図っています。１１月には「食べて学ぶふるさと給食」や

「親子ふれあい給食」を企画し、生産者の方にも各小学校にお越しいただき、親子

で地場農畜産物や地元加工食品の認識や理解を深めてもらう取り組みも行っていま

す。更に、ＰＴＡ保護者等による試食会を実施して意見をいただくなど、子どもた

ちに美味しく喜ばれる学校給食の提供に努めています。 

   平成２６年４月から供用を開始した新学校給食共同調理場では、各小中学校のみ

ならず、へき地保育所（勇足・仙美里）にも給食を提供しているほか、本別高等学

校の生徒も９２．３％が給食を利用しています。また、アレルギー食調理室では、

小中学校で１３名の児童生徒に約２０種類の除去食を中心としたアレルギー対応食

を提供しています。 
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《 主な施策の実績自己点検・評価 》 
 

 教育委員会では、平成１９年９月１１日に「ほんべつ学びの日」を宣言し、子ど

もたちの健全な精神と豊かな心を育む「光風・祈風・夢風・実風」の四つの風事業

を柱に、大人と子どもが一緒に日々学ぶ取り組みを進めています。本年度も９月を

「学びの日月間」として全町挙げてのあいさつ運動を取り組むとともに、１２月に

は楽しめる雰囲気を前面に掲げ「ほんべつ学びフェスタ」を開催し、広く町民の皆

さんに学びの日の趣旨と理念の普及啓発を行ってきたところですが、更なる普及に

向け啓発方法の工夫改善を図る必要があります。 

 学校教育の推進につきましては、全国学力・学習状況調査等の分析結果を踏まえ

た学校改善プランの見直しと実践、確かな学力の向上を図るための授業改善、家庭

学習習慣の定着化、特色ある教育課程の編成、小中連携による放課後学習の実施等

に努めています。また、保護者や地域住民が学校運営に参画する「コミュニティ・

スクール」導入に向けた準備・研究を進め、勇足地区は３０年度、本別・仙美里地

区は３１年度の導入を目指しています。国際理解教育の推進につきましては、小学

校低学年を対象として英語教室「放課後イングリッシュ」を取り入れ「聞く、話

す」に慣れてもらうよう各小学校で３回実施しました。 

 教育環境の整備につきましては、教育用パソコンと校務用パソコンを年次計画で

更新し、老朽化した学校施設についても大規模修繕を行うなど、児童生徒が興味・

関心をもって学べる環境づくりと安全で快適な環境づくりに努めています。 

 本別高校への支援につきましては、本別高校の教育を考える会と連携し、通学費

補助や新入学生の制服購入助成などの支援を行うとともに、魅力ある本別高等学校

を積極的に PR してきたところでありますが、平成３０年度入学生が１学級に止ま

ったことから、更なる支援策を講じる必要があります。 

 学校給食につきましては、安全で安心な地元産食材の使用率を向上させるととも

に、アレルギー対応食も提供するなど、町民のニーズに沿った取り組みを進めてい

ます。 

 社会教育の推進については、本町の魅力や地域の輝きを再発見するため「ほんべ

つ学」を継続するとともに、通学合宿の「ほんべつ元気学宿」、少年リーダー育成事

業、義経教室（高齢者学級）等を継続開催するなど、家庭・地域・各関係機関や団

体と連携を密に、教育を通じた「人づくり」や「町づくり」を視点に事業を展開し

ています。 

 芸術文化の振興につきましては、文化祭をはじめとした各種舞台発表やロビー展

の開催など、文化団体やサークル等と連携し、自主的な文化活動に対する支援と、

我が国の歴史と伝統から生まれ守り伝えられてきた伝統文化の継承活動に努めてい

ます。 

 図書館では、赤ちゃんを心豊かに育てるための「ファーストブック事業」、講演会

や出前授業などの児童生徒の国語力・表現力向上や学習意欲を高める取り組み、あ

らゆる世代の読書環境向上を図る事業を実施しました。 

 資料館では、企画展「７月１５日本別空襲を伝える」を開催し、軍馬の資料から

命の大切さを後世に伝えるとともに、歴史や文化、平和を通して子どもから大人ま

でがふるさと本別の理解を深める多様な事業を展開しています。 

 スポーツ振興については、新たに、チャレンジデーに代わる健康スポーツ週間事

業「ほんべつ健康ウィーク２０１７」に取組み、期間中の体育施設を無料開放する
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とともに、教育委員会の主催事業とスポーツ団体等と連携した運動体験教室、義経

教室などの機会を利用した軽スポーツの普及、子どもたちへのスポーツ活動支援な

ど誰もがスポーツや運動に触れ、健康づくりに親しむ機会を多く提供する事に努め

ました。 
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《 学識経験者からのご意見 》 
 

教育委員会事務局の各担当が進める重点施策については、本町の実情に応じた教

育、文化及び、スポーツの振興を図るため各種事業全般にわたり、しっかりとした

取組みがなされています。 

 しかしながら、学識経験者が点検・評価するにあたり、教育委員会の取組みを詳

しく知る必要があることから、各種事業に参加できる体制整備を検討願います。 

通学路の安全確保対策については、関係機関との連携による「あいさつ運動」や

「青色パトロール」の実施により、子どもたちが安心して登下校できる環境にあ

り、今後とも継続すべき事業と考えますが、参加者の減少等、今後検討しなければ

ならない課題もあります。 

 英語を本別町の学びの主軸に位置付け、英語になれ親しむ授業の展開等、大変い

い取り組みだと思いますが、小学校からの段階ではなく、保育所・認定子ども園な

ど幼少期から実施すべきと考えます。 

本別高等学校への支援活動については、本別高校の教育を考える会とともに活動

を展開していますが、平成３０年度入学生の２間口確保には結びつかず残念な結果

となっています。今後は、小中高校の連携したスポーツ活動等についても模索する

必要があります。 

今後も、全ての担当部局において、町民のニーズを的確に捉え、事業の再編成

等、費用対効果を十分に検証しながら各種事業を推進されるよう期待します。 

 
 

《 今後の方向性 》 
 

学校教育事業につきましては、児童生徒一人一人が「生きる力」を身に付けるこ

とができるよう、全国学力・学習状況調査及び、全国体力調査等の結果を分析し、

確かな学力と体力の向上を図るための授業改善に努めるとともに、今後とも、ティ

ーム・ティーチングによるきめ細かな指導の充実に努めてまいります。コミュニテ

ィ・スクールにつきましては、平成３０年度に勇足地区において、平成３１年度に

本別・仙美里地区において本格導入をめざします。 

また、英語を本別の学びの主軸に位置付け、小中学校のみならず、誰もが気軽に

参加できる英語学習の場を設定してまいります。 

通学路の安全確保対策については、関係機関の協力を賜りながら「あいさつ運

動・青色パトロール」事業を継続実施してまいります。 

 本別高校への支援活動については、文武両道の魅力ある本別高校の PR に努め、

本別高校の教育を考える会を通して新たな支援策を検討し、全町挙げての支援活動

を展開してまいります。 

 社会教育事業については、平成２９年３月に策定した「第８次社会教育中期計

画」に基づき、家庭・地域・関係機関や団体との連携を密にしながら推進していき

ます。また貴重な町文化財についても、環境整備に努めてまいります。 

少子高齢化が進み、社会情勢が激しい昨今でありますが、平成２７年度に策定し

た「本別町総合教育大綱」を基本に、教育環境の整備充実と「家庭・学校・地域」

の繋がりを更に深め、教育行政の適切な執行と推進に努めてまいります。 
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ほんべつ学びの日宣言 
 

 子どもたちは今、１００年を越える歴史と恵まれた自然の中で明るく元気に成長

しています。 

 しかし、揺れ動く社会の中にあって、私たちには子どもたちが将来に向かって大

きな夢を抱き、自己の力を十分に発揮できる環境をつくり上げることが求められて

います。 

 そのためには、家庭・学校・地域が融合し、大人と子どもが一緒になって日々学

ぶことが大切です。 

 私たち町民一人ひとりが生涯学習の観点に立ち、子どもたちとともに学びへの関

心を高め、ふれあい・豊かな心をはぐくむまちづくりを推進するため、ここに「ほ

んべつ学びの日」を宣言します。 

 

１ みんなの力で、明るく元気な子どもをはぐくみましょう 

１ 郷土や家族を愛し、平和を祈り、命を大切にする心をはぐくみましょう 

１ 将来に夢を持ち、目標に向かってチャレンジする心をはぐくみましょう 

１ 食に感謝し、スポーツに親しんで健康な身体をつくりましょう 

 

                    平成１９年９月１１日制定 

 

                            本別町教育委員会 

 

 

 

 

本別町教育委員会の活動状況に関する点検・評価に係る学識経験者の活

用 
 

  学識経験者 

経   験   歴    氏    名 

 元教育委員 我 妻  勇 次 

 元教育委員会職員（元町職員） 安 藤  修 一 

 子ども・子育て会議会長 田 西  昭 子 

 元本別町ＰＴＡ連合会会長 西 山    誠 

 


